
「 中長期保全計画 」 ・ 「 短期実施計画 」 について
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◆「中長期保全計画」・・・向こう10年間の、保全対象建築物の保全対象部位の保全工事の実施計画

※保全対象建築物：市有建築物のうち床面積が100㎡以上のもの（一部独自で保全計画を策定している施設は除く。）
対象施設数は１３３施設

※保全対象部位：建築物の安全性の確保・物理的長寿命化・機能確保のために必要な部位（屋根・外壁・受変電設備・空
調・消火設備・昇降機など）をいう。美観保持のための天井、壁等の内装材は対象外

定期点検・劣化度調査について

保全対象施設において、施設ごとに必要となる点検を実施する。

◆定期点検
建築基準法第12条に基づき、建築物の定期点検を実施する。主に防火性能や火災時の避難等、安全性を点検している。

◆劣化度調査
計画的な施設の修繕を実施するために、施設の劣化箇所を把握する調査（6年毎）。直近はR6・R7・R8に実施予定

点検対象 点検項目 点検頻度

建物全体 敷地、構造、外部、内部 1回/3年

設備 換気、非常用照明、排煙 1回/1年

◆「短期実施計画」・・・中長期保全計画に基づく、次年度および次々年度に実施する保全工事の実施計画
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これまで所管課ごとに管理されてきた個々の施設の巡回点検や修繕・保守管理の発注業務等をまとめて１事
業者に委託し、公共施設全体の安全性向上と長寿命化を目指すもの
なお、修繕や保守管理の業務は、これまでどおり市内を中心とした事業者が実施

草津市公共施設包括管理業務の概要①
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◆業務委託期間：令和５年４月～令和１０年９月
※令和５年４月から市役所庁舎総合管理、令和５年１０月から全ての包括管理業務対象施設の包括管理業務を実施

◆対象施設数：１３３施設
※全ての業務を委託するものではなく、引き続き、各施設所管課／施設／指定管理者で執行する業務・工事もある。



（１）保守管理業務

保守管理業務を包括管理事業者に一括発注
例）消防設備点検、昇降機保守点検、空調機械設備保守点検、清掃等の業務

包括管理受託事業者
（日本管財） 各施設所管課

事業者A 事業者B 事業者C

③報告書の提出

①再委託契約

②点検等の実施

施設Ａ 施設Ｂ 施設Ｃ

草津市公共施設包括管理業務の概要②

①修繕依頼

④修繕発注

各事業者

⑤修繕実施

③現場確認所管課

各施設

②修繕依頼

包括管理受託事業者
（日本管財）
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（２）事後修繕業務

１件あたり１３０万円未満の小規模な修繕の実施

（３）計画修繕業務

１件あたり１，０００万円未満の保全工事の一部（計画的に実施する
長寿命化工事の一部）の実施
例）屋根（塗装）、外部鉄部（塗装）、空調更新、受変電・給水設備
更新等の比較的簡易な工事に限定

包括管理受託事業者
（日本管財）

所管課 各施設公共建築課

③契約締結
工事監理

④工事実施
②連絡調整①工事指定

②連絡調整

各事業者
(市内事業者)

（４）巡回点検業務

年１回（施設によっては年３回）包括管理事業者が
施設を訪問して点検を実施


